
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
？

根
本
委
員　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
で
は
ど
の

よ
う
な
相
談
が
で
き
ま
す
か
。

布
施　

高
齢
者
支
援
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
が
で
き
ま
す
。
介
護
申
請
の
ほ

か
、
介
護
の
困
り
ご
と
や
高
齢
者
の
生
活

支
援
に
つ
い
て
、
本
人
の
状
況
や
家
族
と

の
関
係
を
考
え
な
が
ら
、
最
適
な
支
援
方

法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

遠
山
委
員　

相
談
内
容
に
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

三
澤　

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
や
自
宅

を
訪
問
し
て
よ
う
す
を
見
て
欲
し
い
と

い
っ
た
も
の
か
ら
、
家
族
か
ら
本
人
に
伝

え
づ
ら
い
内
容
の
相
談
も
受
け
て
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な

い
場
合
も
あ
る
の
で
、
介
護
事
業
者
や
社

会
福
祉
協
議
会
、
医
療
機
関
、
民
生
委
員

な
ど
と
連
携
し
て
、
支
援
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

「介護」を考える
　誰の身にも起こりうる介護問題。高齢化が進み、これから「大介護時代」がやってくるともいわ
れており、家族介護の負担による介護離職の問題は既に深刻化しています。男女共同参画推進委
員会においても、介護を経験した委員からさまざまな介護の悩みについて話題が出てきました。
　今年度のはばたきでは「介護が必要かも…。困った時はどこに相談すればいいの？どんなこと
に気をつければいいの？」などの介護に初めて直面する方が抱える不安を解消するため、市役所 
長寿介護課の職員の方々に「地域包括支援センター」についてお話を伺いました。

長寿介護課 職員

長寿介護課 包括支援担当
秋山 英一郎 主任

長寿介護課 包括支援担当
布施 由美子 主任保健師

長寿介護課 包括支援担当
三澤 未佳 保健師

長寿介護課
天野 奥

む つ え

津江 課長

インタビュアー
根本委員、遠山委員、中村委員

（男女共同参画推進委員）

はばたきとは
　男女共同参画社会の実現のた
め、平成16年度から年1回発行
している都留市男女共同参画推進
委員会の機関紙です。
　平成23年度より、広報つるの
特集として掲載しています。

男女共同参画特集号
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中
村
委
員　

相
談
に
は
ど
の
よ
う
な
方
が
来

ま
す
か
。

布
施　

家
族
の
方
が
多
い
で
す
が
、
介
護
を

受
け
る
本
人
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

中
村
委
員　

家
族
が
認
知
症
か
ど
う
か
判
断

で
き
な
く
て
も
相
談
は
で
き
ま
す
か
。

天
野　

日
常
生
活
に
支
障
が
出
て
き
た
ら
認

知
症
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
本
人
は
か
な
り
困
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
少
し
で
も
気
に
な
る
こ
と
が
あ

れ
ば
相
談
に
き
て
ほ
し
い
で
す
。

根
本
委
員　
「
セ
ン
タ
ー
を
知
ら
な
い
」と
い

う
方
も
多
い
み
た
い
で
す
が
…
。

天
野　

数
年
前
、
市
内
在
住
の
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た

が
、
半
数
以
上
の
方
が
「
セ
ン
タ
ー
の
名
前

を
知
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
だ
っ
た
の
で
、

周
知
す
る
こ
と
は
今
後
も
課
題
で
す
。

介
護
が
必
要
に
な
る
、
そ
の
前
に

秋
山　

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
を
整
備
し
て

い
ま
す
が
、
最
期
ま
で
健
康
で
自
立
し
て
生

活
で
き
る
こ
と
が
、
本
人
や
家
族
に
と
っ
て

一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

　

長
く
健
康
で
い
る
た
め
に
は
、
外
へ
出
て

身
体
を
動
か
し
た
り
、
人
と
話
し
た
り
す
る

な
ど
の
介
護
予
防
に
努
め
る
こ
と
が
と
て
も

大
切
で
す
。

遠
山
委
員　
「
い
ー
ば
し
ょ
づ
く
り
」（
※
１
）

と
い
う
地
域
で
取
り
組
め
る
事
業
が
あ
る
そ

う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

布
施　

各
地
域
の
方
々
が
月
に
１
回
～
数
回

集
ま
り
、
健
康
体
操
や
茶
話
会
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
自
身
が
活
動
内
容
を
決
め
て
い
る

の
で
、
会
に
よ
っ
て
活
動
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
家
か
ら
歩
い
て
い
け
る
と
こ
ろ
に
地
域

の
皆
さ
ん
が
集
え
る
場
所
が
あ
る
、
と
い
う

の
が
い
ー
ば
し
ょ
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
が
、
男

性
の
参
加
者
が
少
な
い
こ
と
が
今
後
の
課
題

で
す
。

根
本
委
員　

女
性
は
口
コ
ミ
で
広
が
っ
て
い

く
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
男
性
だ
と
き
っ
か

け
作
り
が
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
男

性
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、
そ
ば
打
ち
や

陶
芸
な
ど
も
の
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ

て
も
面
白
そ
う
で
す
ね
。

天
野　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
の
方
に
「
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」（
※
２
）
の
作
成
を
お

す
す
め
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
最
期
を

迎
え
た
い
か
、
延
命
治
療
な
ど
を
す
る
の
か

「介護・看護」を原因とする離職率 介護者の有業率

1 位 和歌山県　3.3％ 長  野  県　60.7％
2 位 長  野  県　3.2％ 山  梨  県　60.0％
3 位 山梨県・福島県　3.0％ 新  潟   県　59.2％

全国平均 1.8％ 55.2％

認知症
28％

脳血管疾患
18％

関節疾患
14％

転倒・骨折
10％

パーキンソン病
2％

その他
28％

◀
疾
患
別
介
護
保
険
認
定
要
因
割
合

（
２
０
１
４
～
２
０
１
７
年
）　

な
ど
を
ノ
ー
ト
に
書
い
て
お
く
こ
と
で
、
本

人
だ
け
で
な
く
家
族
も
安
心
し
て
過
ご
す
こ

と
が
で
き
、
何
か
あ
っ
た
時
に
迷
わ
な
い
で

済
み
ま
す
。

　

ぜ
ひ
多
く
の
方
に
、
元
気
な
う
ち
に
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
作
成
し
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

▼介護離職の現状（出典：総務省 統計局）

◆�山梨県は全国的に見ても「介護の為に仕事を辞めた」、「仕事を続けながら介護をし
ている」などの就業者の割合が高いことが分かります。

　�「介護」は高齢者だけでなく、家族や親族にとっても長期的に負担がかかる場合もあ
ります。お困りのことがあれば、ぜひ、お気軽にご相談してください。

※１「いーばしょ」…現在、22 のいーばしょが活動しています。外出
し、お知り合いとお話しをするだけでも介護予防につながります。

※２「エンディングノート」…自分の意志を伝
え、人生の最期を迎える準備が大切です。

（
出
典
：
長
寿
介
護
課
）　
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○祖母が病気で倒れてしまった。
○離れて暮らす母の足腰が弱ってきていて心配。
○最近、父の物忘れが多い。これは認知症？

　まずは地域包括支援センターに相談！

○�本人の状況を見て、家族や医療機関などと相談し、介護
を受ける方や家族にとって最適な支援方法を探します！

○介護保険の申請はセンターでできます！

★介護保険申請を行った場合
　要介護認定調査や医療機関を受診します
⇒�審査会で認定されると介護保険認定証が発行され、利

用するサービスの内容などは、センターやケアマネー
ジャーと相談により決まります。

★介護保険申請を行わなかった場合
　随時、相談は応対します！
⇒�介護予防の取り組みや医療機関などの紹介のほか、ひ

とり暮らしや高齢者のみの世帯の方には状況により職
員が訪問を行います。

Ste
p4

Ste
p3

Ste
p2

Ste
p1

Ｑ�家族が介護を必要としたとき、介護する側として
心がけるべきことはありますか。

Ａ�一人で抱え込まずに周囲に相談をすることが大切
です。本人や家族の不安の軽減と、生活で支障と
なっていることへ早めの対応ができるよう、抱え
込んでしまう前に相談しましょう。

ま
ず
は
相
談
へ

根
本
委
員　

セ
ン
タ
ー
の
方
が
親
身
に
個
別

の
相
談
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
今
後
、
多
く
の
方
が

介
護
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
で
、

周
り
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
セ
ン
タ
ー

の
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

遠
山
委
員　

私
に
も
高
齢
の
家
族
が
い
る
の

で
、
今
回
聞
い
た
こ
と
を
家
族
と
話
し
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

中
村
委
員　

幅
広
い
相
談
が
で
き
る
の
に
、

知
名
度
が
低
い
こ
と
が
残
念
で
す
。
い
ざ
介

護
や
支
援
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
困
ら
な
い

よ
う
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
セ
ン
タ
ー
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

介護が必要？こんなとき、どうすれば？家族としての向き合い方は？

◆インタビュー中のようす

Ｑ�介護を理由に奥さんが早期退職した方がいまし
た。介護離職なども相談できますか。

Ａ�最近は、男女関係なく介護を担うのが当たり前に
なりました。介護離職を検討している方には、介
護休暇制度の取得や介護保険サービスの利用内容
を検討し、なるべく離職しないで済む方法を一緒
に考えます。

Ｑ�在宅介護と施設介護のメリット・デメリットを教
えてください。

Ａ�在宅は、金銭的な負担は少なく済みますが、家族
の支援や自宅設備を整える必要があり、介護の負
担が施設と比べ大きくなります。

　�施設は、在宅に比べ家族の負担は少なく済みます
が、どの施設も満床の状態が多く、入所までは時間
がかかるのが現状です。

　

都
留
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
の

皆
さ
ん
の
生
活
を
送
る
う
え
で
の
困
り
ご
と
な
ど

に
対
応
す
る
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

　

保
健
師
や
社
会
福
祉
士
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

な
ど
が
中
心
と
な
り
、
介
護
・
医
療
・
保
健
な
ど

の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
そ

の
家
族
の
方
々
の
支
援
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
Ｓ
Ｃ
）活
動
報
告

都
留
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
46
）５
１
１
４

　

都
留
市
下
谷
２
５
１
６
―
１

　
（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
内 

長
寿
介
護
課
）
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